
左から佳作を受賞された戸塚会員、優秀賞を受賞された川端会員、佳作を受賞された白鳥会員（関連記事４頁）
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令和８年度・令和９年度　安全就業標語
『機械も道具も作業の仲間　正しく使って　安全作業』



委員会の活動状況

スマホ講座

草刈機安全対策講習会接遇講習会

　当委員会の目的の一つとして、「事故発
生の防止」と「技能向上」があります。こ
の目的を達成するため、草刈機安全対策講
習会（年２回）、草刈機取扱講習会（年１回）
を実施し、植木剪定班では植木剪定技能等
講習会（松の剪定編）、植木剪定座学講習
会（年３回）の講習会を開催し、充実した
事業運営を行えるよう進めてまいりまし
た。
　「シルバー人材センターにお願いしてよ
かった」と思っていただき、地域社会の多
くの方々から喜ばれる活動を推進していき
ますので、会員の皆様のご協力をお願いし
ます。

　昨年度の現場訪問先は、静岡産業支援セ
ンター及び登呂駐車場の２か所で実施しま
した。
・静岡産業支援センター駐車場管理
　イベントによって月の就業人数、就業日
数が決まり、特に一人で就業している際に
トラブル発生への対応が大変とのことでし
た。
・登呂駐車場管理
　全国から観光客が来るほか、隣接の結婚
式場との連携も取れている様子でした。日
報は、車種・都道府県別に作成し、丁寧な
コミュニケーションを心掛けているとのこ
とでした。
　市民の方と接
する機会が多い
管理業務の就業
会員に向けて、
接遇講習会を実
施し、多くの会
員に参加いただ
きました。

　昨年度の活動計画の一つであった「会員
のデジタル利用の推進」について、ご報告
します。
　10月と２月に、１日目は基本編、２日目
は防災・詐欺防止編の２日間のスマホ講座
を東西両事務所で開催しました。受講後ア
ンケートでは、「スマホ操作に自信がつい
た」、「知らなかった便利な機能、アプリを
知ることができた」というお声をいただき
ました。
　また、会員専用ページ「Smile to Smile」
の登録相談会を７月と11月に、委員が支
援者となり、実施しました。
　今後も、会員の皆様のデジタル利用を推
進するための取り組みを続けていきます。

　委員会の二つの活動計画について報告し
ます。
　一つ目は、より多くの会員の就業機会を
確保するために今年度も実施した「就業適
正化公募」の結果をお知らせします。
　お仕事をお譲りいただいた会員の皆様を
はじめ、ご応募いただいた会員の皆様及び
公募チラシの配布にご協力いただいた班
長、組長の皆様に感謝申し上げます。

　二つ目は、第３次中期計画に基づき、多
くの会員に就業機会を紹介できるよう企業
等を訪問するなど、就業先の拡大に取り組
む事務局に対し、指導・助言を行うことと
しています。
　事務局からは、目標訪問件数を上回り取
り組んでいるとの報告を受けていますの
で、今後の成果に期待したいと思います。
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交通安全教室「良い睡眠でからだもこころも健康に」講座

　当委員会では、女性会員拡大のため、知
り合いなどへの口コミ、センターのリーフ
レット配布等の活動を続けています。
　女性向け入会説明会は、毎年、東西両事
務所にて１回ずつ開催していますが、参加
者が少ないことが課題となっており、今年
度こそは定員を満たせるよう、委員会では
腰を据えて参加者増加策を検討していきま
す。
　そのほか、家事援助就業会員向けに年２
回講習会を開催しています。仕事の都合も
あるかと思いますが、多くの方にご参加い
ただける
よう工夫
してまい
ります。

　最近の事故発生状況を振り返りますと、
草刈作業での養生不備が起因した賠償事故
や、就業中に「うっかりミス」でケガをさ
れるケースが見受けられます。就業前には、
就業場所の安全確認を必ず行いましょう。
　なお、事故防止には、十分な睡眠や日常
生活を整え、疲労を溜めないなど日々の体
調管理も大変重要です。
　また、当委員会にて募集をした令和８年
度・令和９年度の安全就業標語が決定しま
した。事故ゼロを目指し、「安全心得十ヶ条」
とともに、
安全への
意識を高
めてまい
りましょ
う。

委員会の活動状況

No 事故の状況 傷害の程度

７ 就業場所の駐車場に着き、車から降りた際、外回りのブロックにつまずき転倒した。 右足中指、薬指付け根骨折

８ 草刈作業のため敷地内を移動中、70㎝程の高さの柵をまたごうとしたところ、また
ぎ損ねて転倒。その際、付近にあった側溝の縁に右太ももの上部を打ち付けた。 右大腿骨大転子骨折

９ 風呂清掃中に足を滑らせ転倒。その際、浴槽のふちに右脛を、浴槽内に額と脇腹を打ち
付け、打撲した。 右足脛、額、脇腹打撲

10 	除草作業の現場確認のため、水路脇へ飛び降りた際、勢い余って水路へ転落し、頭
部を打ち付け、負傷した。 前頭部骨折

11 ２階食堂の清掃後、１階への階段を下る際、下から２段目のところで足を滑らし転
倒した。 右足首ヒビ

【傷害事故　就業中】

No 事故の状況 賠　償　額　等

８ 草刈機（カルマー）で作業中、玄関ポーチのタイルに刃が当たり、傷をつけた。 対　象：玄関タイル
賠償額：41,800円

９
駐車場フェンスの外の除草作業終了後、駐車場側に開けたフェンス扉を開放したま
まにしたため、駐車しようとした車両がフェンス扉に接触し、テイルランプのカバー
を破損させた。

対　象：テイルランプカバー
賠償額：11,275円

10 換気扇の清掃作業中、プロペラファン中央のネジがコンロと壁の隙間に落ちたため、ガ
ス台を動かした際、配水管が外れてしまい水漏れさせた。

対　象：台所排水水漏れ
賠償額：11,000円

11 剪定作業で電動バリカンを使用するため、屋外コンセントに電源プラグを差し込む
際、強く差込み、コンセントカバーを破損させた。

対　象：コンセントカバー
賠償額：9,845円

【賠償事故】

事 故 発 生 状 況 （令和７年８月～令和８年２月末日） 
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安
全
就
業
標
語
の

決
定
及
び
表
彰
式

社会奉仕活動

令和７年度社会奉仕活動一覧

安西地区 由比西地区

駒越地区

飯田東地区

清水地区

麻機地区

袖師地区

末広地区

表彰状を授与される川端会員

　

な
お
、
令
和
８
年
３
月
９
日
に
佳

作
を
受
賞
さ
れ
た
白
鳥
会
員
に
、
10

日
に
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
川
端
会

員
と
佳
作
を
受
賞
さ
れ
た
戸
塚
会
員

に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
表
彰
状
の
授

与
と
記
念
品
の
贈
呈
を
行
い
ま
し

た
。

　

安
全
就
業
標
語
は
、
会
員
の
皆
様

に
事
故
防
止
を
意
識
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
標
語
で
す
。
事
故
は
、
誰
に

で
も
起
こ
り
得
る
こ
と
で
す
。
今
一

度
、
事
故
に
遭
わ
な
い
、
起
こ
さ
な

い
よ
う
、
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
年
に
一
度
は
健
康
診
断
を
受

診
し
、
ご
自
身
の
健
康
状
態
を
把
握

し
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

元
気
に
就
業
を
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
日
頃
か
ら
安
全
就
業
を
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

　

安
全
就
業
委
員
会
に
お
い
て
募
集

し
た
令
和
８
年
度
及
び
令
和
９
年
度

の
安
全
就
業
標
語
に
多
く
の
ご
応
募

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

委
員
会
で
選
考
の
結
果
、
次
の
作

品
が
入
賞
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◇
優
秀
賞
　
清
水
区
　
川
端
　
敏
夫

「
機
械
も
道
具
も
作
業
の
仲
間

正
し
く
使
っ
て
　
安
全
作
業
」

◇
佳
　
作
　
駿
河
区
　
戸
塚
小
津
江

「
慢
心
　
過
信
は
　
事
故
の
も
と

初
心
忘
れ
ず
　
安
全
確
認
！
」

◇
佳
　
作
　
葵
区
　
白
鳥
　
輝
子

「
頼
ん
で
良
か
っ
た
シ
ル
バ
ー
さ
ん

　
　
感
謝
の
声
が
こ
だ
ま
し
て

今
日
も
一
日
安
全
就
業
」

　令和７年度は持病による重篤事案が２件発生しました。ご
本人の痛みや苦しみはもちろんのこと、ご家族の辛さも計り
知れないものがあります。
　安全第一、無理をしない、急がない、慌てない。作業に大
事なことは、生活面でも同じです。会員の皆さまが健康で長
く就業が続けられるよう、年に一度の健康診断の受診もお忘
れなく、よろしくお願いします。

No 事故の状況 傷害の程度

１

清掃作業終了時間になっても見当たら
ないため、就業先の管理人が確認に行っ
たところ、風呂場の脱衣所付近で倒れ
ている会員を発見。呼吸はしているが、
意識はない状態で、救急車で病院へ搬
送された。

くも膜下出血
（意識不明）

２

就業開始早々、吐血して座り込んでい
るところを就業先の従業員により発見。
体は動いているが、呼びかけに反応が
なく、救急車で病院へ搬送され、死亡
が確認された。

大動脈解離
（死亡）

令和７年度　就業中の持病による重篤事案 安 全 心 得 十 ヶ 条

作
業
は
安
全
第
一
を
心
掛
け
、
急
い
だ
り
慌
て
た
り
し
な
い
こ
と

器
具
類
は
、
使
用
す
る
前
に
必
ず
点
検
す
る
こ
と

服
装
・
履
物
は
、
作
業
に
あ
っ
た
動
き
易
い
も
の
に
す
る
こ
と

作
業
前
に
は
、
軽
い
柔
軟
体
操
を
し
て
体
を
ほ
ぐ
す
こ
と

加
齢
に
よ
る
諸
機
能
の
低
下
を
十
分
に
認
識
し
、
無
理
を
し
な
い
こ
と

作
業
現
場
で
は
常
に
整
理
整
頓
を
心
掛
け
る
こ
と

共
同
作
業
で
は
、
合
図
・
連
絡
を
正
確
に
行
う
こ
と

帰
宅
す
る
ま
で
は
仕
事
の
う
ち
、
交
通
事
故
に
気
を
つ
け
る
こ
と

健
康
に
は
、
常
に
注
意
し
、
健
康
な
状
態
で
就
業
す
る
こ
と

仕
事
の
前
日
に
は
、
十
分
睡
眠
を
と
る
よ
う
心
掛
け
る
こ
と

一二三四五六七八九十
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社会奉仕活動

令和７年度社会奉仕活動一覧

安西地区 由比西地区

駒越地区

飯田東地区

清水地区

麻機地区

袖師地区

末広地区
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職職
場場
訪訪
問問

Ｊ
Ａ
し
み
ず
南
部

営
農
セ
ン
タ
ー
駒
越
拠
点眺めの良いJAしみず駒越拠点様

左から島村会員、松本会員、出田会員、佐野会員、八木会員、
　　　河村会員、重会員、白鳥会員、JAしみず内田さん

形や大きさを見て、次々にパック詰めをしていく

農家から持ち込まれる苺

　

寒
さ
は
厳
し
く
も
風
は
穏
や
か
な

１
月
下
旬
、
雪
の
積
も
る
富
士
山
を

眺
望
で
き
る
Ｊ
Ａ
し
み
ず
駒
越
拠
点

様
に
伺
い
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
で
は
、
シ
ル
バ
ー
会
員
13

名
（
男
性
３
名
、
女
性
10
名
）
が
就

業
し
て
い
ま
す
。
伺
っ
た
当
日
は
、

男
性
２
名
、
女
性
６
名
の
計
８
名
体

制
で
し
た
。

　

毎
年
12
月
末
か
ら
５
月
ま
で
の
６

か
月
間
、
苺
の
パ
ッ
ク
詰
め
を
行
っ

て
い
ま
す
。
近
隣
の
農
家
さ
ん
が
木

箱
に
入
れ
て
持
ち
込
ま
れ
た
苺
の

パ
ッ
ク
詰
め
を
し
て
い
き
ま
す
。
収

穫
の
少
な
い
12
月
と
１
月
は
午
前
中

で
作
業
の
終
わ
る
日
も
あ
り
ま
す

が
、
量
の
増
え
る
２
月
と
３
月
は
１

日
の
作
業
に
な
る
そ
う
で
す
。

　

Ｊ
Ａ
し
み
ず
職
員
の
内
田
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。「
期
間
限
定

且
つ
人
数
が
必
要
な
作
業
の
た
め
、

依
頼
を
し
て
い
ま
す
。
以
前
か
ら
他

の
作
業
依
頼
は
し
て
い
ま
し
た
が
、

パ
ッ
ク
詰
め
は
今
年
で
４
年
目
と
な

り
ま
す
。
慣
れ
て
い
る
方
が
毎
年
来

て
く
れ
て
い
る
の
で
、
助
か
っ
て
い

ま
す
。」
と
、
セ
ン
タ
ー
会
員
を
頼

り
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

朝
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
来
る
と
、

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
そ
の
日
に
詰
め

　

一
言
で
苺
と
言
っ
て
も
、
大
き

さ
、
形
（
果
形
）
基
準
、
着
色
基
準

が
あ
り
、
１
パ
ッ
ク
に
詰
め
る
量
、

詰
め
方
も
、
よ
り
奇
麗
に
見
え
る
よ

う
気
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ず
ら
り
と
並
ん
だ
木
箱
に
た
く
さ

ん
の
苺
。
形
も
色
も
様
々
な
中
か

ら
、
決
め
ら
れ
た
サ
イ
ズ
の
物
を
一

瞬
で
判
断
し
て
選
ん
で
い
き
ま
す
。

慣
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
と
て
も
一

朝
一
夕
で
で
き
る
作
業
で
は
な
い
と

感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
立
ち
っ
ぱ

な
し
の
作
業
と
思
い
き
や
、
皆
さ
ん

ず
っ
と
動
き
っ
ぱ
な
し
で
、
一
日
の

　

会
員
の
中
で
も
年
齢
に
幅
は
あ
る

よ
う
で
す
が
、
皆
さ
ん
楽
し
そ
う
に

和
気
あ
い
あ
い
と
農
家
さ
ん
か
ら
持

ち
込
ま
れ
た
苺
を
手
際
よ
く
基
準
に

合
う
よ
う
、
パ
ッ
ク
詰
め
を
し
て
い

ま
し
た
。

　

あ
る
会
員
か
ら
は
、「
こ
れ
か
ら

歩
数
は
相
当
な
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

フ
ィ
ル
ム
掛
け
の
作
業
は
、
簡
単

な
よ
う
に
見
え
て
も
最
後
の
砦
！
見

栄
え
、
売
れ
行
き
を
左
右
す
る
大
切

な
作
業
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
パ
ッ
ク
詰
め
と
フ
ィ
ル
ム
掛

け
作
業
は
得
意
、
不
得
意
が
あ
る
よ

う
で
、
自
然
と
作
業
分
担
が
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

る
サ
イ
ズ
と
量
が
書
か
れ
て
お
り
、

会
員
全
員
が
作
業
を
把
握
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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静岡県シルバー人材センター連合会　静岡市事務所　衛生委員会
　当センターは、静岡県シルバー人材センター連合会静岡市事務所として、派遣事業を行っています。
令和７年度２月末までに366名の会員の皆様が派遣労働者として就業されました。
　衛生委員会は、常時50名以上の労働者を使用する事業所ごとに設置が義務付けられています。委
員会は毎月開催しており、令和７年度第５回から第11回までの議題等は下表のとおりです。

■衛生委員会審議事項等

　令和７年11月に「病院の薬とのつきあい方」
（東事務所管内）と「病院の上手なかかり方」（西
事務所管内）を開催しました。
　派遣先によって職場の環境や待遇は異なるの
で、現場訪問やキャリアアップ研修を実施し、
会員の皆さまが安心、安全に働けるよう検討し
ていきます。

■キャリアアップ研修

　衛生委員会では、毎月の派遣事業実績の報告、
長時間就業のほか、下記の議題等について意見
交換をしました。

　令和７年８月及び令和８年１月に実施しまし
た。現場訪問では、派遣契約の内容は守られて
いるか、安全な就業環境であるか等、会員の皆
様の就業状況の確認を行っています。
　訪問した３ヵ所の就業先はいずれも、会員と
派遣先社員のコミュニケーションがよく取れて
おり、契約業務に対して柔軟に対応している様
子が見られました。

■現場訪問

繁
忙
期
に
な
る
と
、
お
弁
当
持
ち
で

一
日
仕
事
に
な
り
大
変
で
す
が
、
み

ん
な
で
昼
食
を
取
り
な
が
ら
の
楽
し

い
ひ
と
時
も
過
ご
せ
る
の
で
、
ま
だ

ま
だ
が
ん
ば
り
ま
す
。」
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

半
年
間
の
作
業
で
す
が
、
毎
年
の

就
業
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
感
じ
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
で

長
く
就
業
を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

編
集
委
員
　
川
口
令
子・矢
田
多
摩
子
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交通安全教室 スマホ講座

植木剪定座学講習会

草刈機安全対策講習会

接遇講習会

令和８年１月30日（西）、２月９日（東）

令和７年10月24日、10月31日
令和８年２月20日、２月27日

令和７年８月19日、
令和８年２月18日、３月18日

令和７年８月29日
令和８年２月25日、３月12日

安全　
第一
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静
岡
市
昭
和
100
年
の
あ
ゆ
み

〜
旧
静
岡
市
編
②
〜

特特
集集

　

大
正
15
年（
１
９
２
６
）大
正
天
皇

崩
御
に
伴
い
、
昭
和
と
改
元
さ
れ
、

新
時
代
へ
の
期
待
が
持
た
れ
た
。
し 

か
し
、世
界
恐
慌
が
日
本
に
も
波
及
、

静
岡
で
も
産
後（
三
十
五
銀
行
）の
肥

立
ち
が
良
く
な
い
な
ど
の
噂
に
よ
っ

て
取
り
付
け
騒
ぎ
が
あ
り
、
銀
行
の

解
散
や
合
併
に
よ
り
11
行
あ
っ
た
銀

行
が
３
行
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
中
で
も
、
静
岡
市
は
恐
慌

か
ら
の
脱
却
も
早
く
、
周
辺
村
々
を

合
併
し
、
市
域
を
拡
大
し
て
い
る
。

終
戦
に
よ
る
大
変
革

　

昭
和
20
年（
１
９
４
５
）８
月
15
日

終
戦
に
よ
り
、
国
民
は
衣
食
住
、
何

も
か
も
が
、
ど
ん
底
の
生
活
を
強
い

ら
れ
た
。
政
治
、
経
済
、
教
育
制
度

な
ど
が
占
領
軍
の
も
と
進
め
ら
れ
て

い
た
。

新
制
中
学
、
高
等
学
校
の
開
設

　

昭
和
22
年
（
１
９
４
７
）
の
学
校

教
育
法
の
施
行
に
よ
り
、
６
・
３
・

３
・
４
制
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

義
務
教
育
の
新
制
中
学
が
発
足
し

た
が
、
小
学
校
に
比
べ
中
学
校
は
ほ

と
ん
ど
校
舎
が
な
く
、
小
学
校
の
教

今年は午年ヨロシク、日本平動物園

静岡球場正面の澤村榮治選手の
投球フォーム像

日本平動物園のレッサーパンダ
竹ささをムシャムシャ

室
を
借
り
て
の
授
業
で
あ
っ
た
。
当

時
、
校
舎
の
建
設
が
急
が
れ
、
そ
の

後
に
き
た
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
を
受
け
て

昭
和
34
年
（
１
９
５
９
）
を
ピ
ー
ク

に
学
校
の
新
設
が
さ
れ
て
い
る
。

ち
ゃ
っ
き
り
節
誕
生

　

静
岡
市
民
は
誰
で
も
知
っ
て
い
る 

「
ち
ゃ
っ
き
り
節
」。
こ
の
新
民
謡
は

思
わ
ぬ
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
て
い

る
。

　

昭
和
２
年
（
１
９
２
７
）
静
岡
電

鉄
（
静
岡
鉄
道
）
が
沿
線
開
発
の
た

め
狐
ヶ
崎
に
遊
園
地
を
計
画
。
こ
の

宣
伝
の
た
め
の
新
民
謡
（
Ｐ
Ｒ
ソ
ン

グ
）
を
詩
人
の
北
原
白
秋
に
依
頼
し

て
い
る
。
作
詞
の
た
め
静
岡
市
に
滞

在
、
会
社
が
用
意
し
た
一
流
ホ
テ
ル

か
ら
料
亭
、
二
丁
町
と
泊
ま
り
歩
い

て
い
る
な
か
で
、
朝
食
時
に
一
杯

や
っ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
雨
が
降
り

出
し
、同
席
し
て
い
た
芸
者
が「
き
ゃ

あ
る
が
な
く
ん
で
雨
ず
ら
よ
」
こ
れ

を
聞
い
た
白
秋
が
早
速
詩
に
加
え
、

ち
ゃ
っ
き
り
節
が
仕
上
が
っ
た
。

　

作
曲
は
町
田
嘉
章
、
昭
和
３
年

（
１
９
２
８
）
開
設
し
た
ば
か
り
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
静
岡
放
送
局
（
Ｊ
Ｏ
Ｐ
Ｋ
）

か
ら
静
岡
の
芸
者
さ
ん
た
ち
に
よ

り
、
ち
ゃ
っ
き
り
節
が
全
国
放
送
さ

れ
て
大
変
評
判
に
な
っ
て
い
る
。

　

昭
和
40
年（
１
９
６
５
）市
政
80
周

年
記
念
事
業
と
し
て
動
物
園
建
設
構

想
が
発
表
さ
れ
、
市
民
の
反
響
も
大

き
く
、昭
和
44
年（
１
９
６
９
）８
月

１
日
に
開
園
し
た
。
当
時
は
１
２
３ 

種
３
７
１
点
の
動
物
、
現
在
は
１
８ 

０
種
７
０
０
点
の
飼
育
動
物
に
増
加

　

狐
ヶ
崎
遊
園
地
に
続
い
て
沿
線
開

発
に
草
薙
球
場
（
現
在
は
県
営
静
岡

球
場
）
が
昭
和
５
年
（
１
９
３
０
）

に
完
成
。
４
年
後
の
昭
和
９
年
（
１ 

９
３
４
）
に
は
澤
村
投
手
が
米
リ
ー

グ
選
手
相
手
に
球
史
に
残
る
快
投
し

た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

日
本
平
動
物
園

　

日
本
平
動
物
園
で
生
ま
れ
た
「
風

太
」
は
後
ろ
脚
で
自
立
で
き
る
レ
ッ

サ
ー
パ
ン
ダ
と
し
て
有
名
に
な
っ
た
。

し
て
い
る
。
園
内
で
は
レ
ッ
サ
ー
パ

ン
ダ
が
老
若
男
女
問
わ
ず
人
気
の
的

と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
55
年
（
１
９ 

８
０
）
中
国
西
安
市
か
ら
日
中
友
好

の
動
物
大
使
と
し
て
２
頭
が
静
岡
市

に
贈
ら
れ
て
き
た
の
が
飼
育
の
始
ま

り
と
な
っ
て
い
る
。
絶
滅
危
惧
種
で

も
あ
り
、
飼
育
員
は
初
め
て
の
動
物

で
、
飼
育
に
は
大
変
苦
労
し
た
が
繁

殖
に
成
功
し
、
そ
の
子
孫
は
全
国
の

動
物
園
に
分
散
。
静
岡
市
は
レ
ッ

サ
ー
パ
ン
ダ
の
聖
地
と
な
っ
て
い

る
。

編
集
委
員
　
青
柳
清
治

参
考
文
献
「
静
岡
の
昭
和
史
」

9 第81号



代表者 前田さん

代表者 前島さん

代表者 源平さん

代表者 中上さん

代表者 棟髙さん

代表者 増田さん

代表者 安倍さん

会員互助会に加入されている方に、会費の納入依頼書を発送しました。
再発行はしませんので、紛失されないよう、ご注意ください。

年 会 費
納入期限

1,000円　※途中退会されても返金いたしません。

４月末日

※コンビニ支払いは対応していません。
　お近くの金融機関またはセンター各事務所でお支払いください。
※金融機関から振込の際の手数料は、ご負担ください。

よろしく
お願いします 

会員互助会の同好会活動に参加しませんか？

楽しい時間を、仲間と一緒に過ごそう♪

同好会活動は、会員互助会の会員であれば、どなたでも参加できます。
新規同好会も、５名以上集まれば会員互助会の同好会として活動できます。

同好会の詳しい活動内容や、新しい同好会の立ち上げについては、
事務局へお問い合わせください。

　

会
員
互
助
会
は
、
会

員
の
皆
様
の
福
利
厚
生

の
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

趣
味
や
健
康
の
た
め

の
同
好
会
活
動
、
会
員

同
士
の
親
睦
を
図
る
親

睦
旅
行
の
実
施
、
慶
弔

見
舞
金
の
給
付
事
業
が

主
な
内
容
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
会
員
で
あ

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
、

い
つ
で
も
入
会
可
能
で

す
。
就
業
以
外
の
活
動

が
で
き
る
会
員
互
助
会

に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

入
会
・
再
入
会
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
事
務

局
へ
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

会
員
互
助
会

活
動
報
告
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行ってきました！
行ってきまし

た！
会員互助会 日帰り親睦旅行♪

　週末と平日の 2回に分かれて、日帰り
親睦旅行に行ってきました。
　雲の広がるお天気ではありましたが、色
づくモミジやイチョウに囲まれ、諏訪大社、
諏訪高島城ともに、ゆっくり観光ができま
した。
　役員会では、今年度の親睦旅行の検討を
開始しました。詳細が決定次第、募集チラ
シを配付しますので、楽しみにお待ちくだ
さい！
　また、会員互助会はセンター会員であれ
ば、どなたでも入会できます。お気軽にセ
ンター事務局へお問い合わせください♪

ご参加いただいた皆さま、ありがとうございました！
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事
務
局
か
ら
の

　
　

 

お
知
ら
せ

　
広
報
編
集
部
会
で
は
、
編
集
委
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
文
章
を
書
く
こ
と
が
好
き
な
方
、

写
真
を
撮
る
こ
と
が
好
き
な
方
、
人

の
話
を
聞
く
こ
と
が
好
き
な
方
、
イ

ラ
ス
ト
や
デ
ザ
イ
ン
が
得
意
な
方
、

経
験
者
は
も
ち
ろ
ん
、
未
経
験
の
方

も
大
歓
迎
で
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
の
会
報
誌
は
、
４
月

号
と
10
月
号
の
年
２
回
発
行
し
て
い

ま
す
。
発
行
に
伴
う
会
議
は
、
一
号

に
つ
き
３
回
程
度
の
開
催
で
す
。

　
会
報
誌
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
と
セ

ン
タ
ー
を
つ
な
ぐ
大
事
な
役
割
が
あ

り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
、
お
気
軽

に
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
編
集
委
員
一
同
、
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

◆
退
　
職（
令
和
７
年
９
月
30
日
付
）

西
事
務
所

　
就
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
兼
就
業
開
拓
員

荒
井
　
　
薫

◆
採
　
用（
令
和
７
年
10
月
１
日
付
）

西
事
務
所

　
就
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
兼
就
業
開
拓
員

堀
　
　
秀
人

◆
退
　
職（
令
和
８
年
２
月
28
日
付
）

東
事
務
所

　
就
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
兼
就
業
開
拓
員

 

手
塚
　
貴
男

◆
採
　
用（
令
和
８
年
３
月
１
日
付
）

東
事
務
所

　
就
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
兼
就
業
開
拓
員

 

益
田
　
隆
久

◆
退
　
職（
令
和
８
年
３
月
31
日
付
）

西
事
務
所

　
主
　
査
　
　
　
　
　
佐
藤
　
孝
子

　
嘱
託
員
　
　
　
　
　
寺
田
　
正
樹

東
事
務
所

　
非
常
勤
嘱
託
員
　
　
矢
澤
　
雅
美

西
事
務
所

　
非
常
勤
嘱
託
員
　
　
中
川
　
晴
博

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
田
中
　
典
子

◆
採
用
（
令
和
８
年
４
月
１
日
付
）

本
部
事
務
局

　
次
長
　
　
　
　
　
　
秋
山
　
　
知

西
事
務
所

　
主
任
主
事（
再
任
用
）佐
藤
　
孝
子

　
嘱
託
員
　
　
　
　
　
久
保
田
　
章

東
事
務
所

　
非
常
勤
嘱
託
員
　
　
望
月
千
夏
子

西
事
務
所

　
非
常
勤
嘱
託
員
　
　
今
治
　
僚
子

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
竹
下
　
壮
代

◆
昇
任
（
令
和
８
年
４
月
１
日
付
）

本
部
事
務
局
副
主
幹

　
稲
葉
　
亮
介（
本
部
事
務
局
主
査
）

〈
正
会
員
会
費
〉
２
，
０
０
０
円

〈
ゴ
ー
ル
ド
会
員
会
費
〉１
，
０
０
０
円

　
４
月
15
日
（
水
）
支
払
の
会
員
業

務
委
託
料
等
か
ら
令
和
８
年
度
正
会

員
会
費
を
引
き
去
り
ま
す
。

　
４
月
中
旬
に
会
費
納
入
依
頼
書

（
圧
着
は
が
き
）
を
送
り
ま
し
た
。

払
込
は
お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
納
入
期
限
は
４
月
末
日
で
す
。

　
継
続
の
変
更
や
ご
不
明
な
点
等
あ

り
ま
し
た
ら
、
至
急
セ
ン
タ
ー
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※
派
遣
就
業
中
の
方
は
、
賃
金
か
ら

の
会
費
の
引
き
去
り
は
で
き
ま
せ

ん
。
届
き
ま
し
た
会
費
納
入
依
頼
書

を
ご
利
用
の
上
、
会
費
の
納
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

　『就
業
報
告
書
』
は
作
業
終
了
後

速
や
か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
会
員
業
務
委
託
料
等
の
振
込
先
口

座
の
変
更
は
、
お
近
く
の
事
務
所
で

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
電
話
で

の
変
更
は
受
付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

３
月
に
就
業
の
あ
っ
た
方

３
月
に
就
業
の
な
か
っ
た
方

派
遣
就
業
中
の
方

ゴ
ー
ル
ド
会
員
の
方

さ
と
る

第  15  回
定時総会

令
和
８
年
６
月
19
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
か
ら

静
岡
労
政
会
館
　
ホ
ー
ル

詳
細
は
、
５
月
に
配
付
す
る
総
会
の
開
催
通
知
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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